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旨 日ごろ自然とふれあう機会の少ない子どもたちのために 量かで魅力t,な

自然体験活動を提供できるリーダーを養成します
そこにある自然を感じる感性を育み 子ともたちの自然への「気づきJを

いきなう方法と自然体験企画のプログラミングを学びます
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0山市自然体験リーダースクラフ

18歳以上て同山市内に在住または在勤 在学する● 20人

無料 口し宿泊費 食責 保険ll等の実費 (1回約3 000口 )がL/要
なお 会場までの交通費は自己負10になります
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6内 容   次員のとおり

7会 場  岡山市立少年自然の家
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区口応寺4 電話 0862,4‐●461)
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9月 28曰
【自然ヽの出令い～感性t● らく～】

自然の家0:00～ 22:00  団山市立少

9

ザ ぶ

STEP■

リエンテーション やヽ進め万について10100

講座のスタートにあたり 自然との出会い 共に学ぶ仲同との出
会いのアクテ ィビティです

アイスブレイク]0,20

昼食 (弁当持参)12(OO

―

プログラムをします 自然と出麺  自然
への気づきA・・感性を磨きます 自然との出会い万の手法も体験的
に学びます   露師 自然体験リーダーズクラフ 田中康敬

自然体験その①
「奪に出会うJ

「感じるJ

13,00

17100

「ブイトハイクJや「ツロ体験」を通して夜の森を体験します
普自は出会うことのできない自然と友たちになりましよう

自湘本験リーダーズクラフ 田中康敬

自然体験その②
「夜の森に出会う」

18:30

入b 就嘔 (22つ021100

月 29日 (日)6:00～ 7:oo 山 立少年自然の写

時 ´ ワ ロ グ う△ 肉 容 帥議

6,00 早朝フログラム

「 森の実行館J

戸可τ扁認口果

'■
騒研羽■ヨ骨6「万履ただけのアートを創り出

します そこは、「森の実術館J

講師 自然体験リーターズクラフ 三澪稔恵

8,OO 朝食 (食堂)

9)00 自然体験その◎
「森で遠ぼう」

「ド■卜■ハイキングJや 1森のかくれんぼJなど 森の中でダ
イサミックな遊びを体験します 自分たちで創り出す違びの楽し
さを味わうことができます

講師 自然||●リーダーズクラフ 西野腱太郎

12,00 昼食 (食堂 )

13,00 自然体験その④

「森の10人のお友
だちJ

木や葉っばの特徴を知れば知るほと 葉つばか友だちになつて壽
しか ,てきます 「森のイO人のお友たち」を体験し 自然観察
自然体験の楽しさを知ります

籠師 自然体験リーダースクラフ ロ■康敬

16,00 まとめ S'EPIの 振り返りとSTEP21こ向けて
17100 閉会 ,:散

STEP' 【夕[ ■自然ヽ子νt】 自

“

体験プログラムに 加

10月 1 2日 (■ 10:0
時 刻 ブログラ△ 容    講 師肉

10:00 関念
アイスブレイク
自然体験プログラム
に向|プて

フつエンテ=ション
や閂づくりのためのケーム
午後からの自然体験プログラムの組み立てとリーダーの役割につ
いて学び スタッフとしてプログラムに,加 します 安全管理の
ために大切な事前のフィールド点検も行います

講師 自然体験リーダーズクラフ 
…12:00 昼食 (お弁当持参 )

1,t00 子ども自困本蜃
プログラムに,加

「森のω反だち(仮)J

自然体験リーダーズクラフ主催の子とも自然体験プログラム

「森のお反だち (仮 )」 にスタッフとして参』:し 子どもと一緒
に自然体験をしたリ ブログラムの運営補助をしたりします 子
ともたちの発見や日の輝きを知ってください

17:00 夕食 (食堂 )

18,00 自然体績プログラム
の振り返り

参力]しF_自然体験プログラムの組み立てと子どもF_ち についての

発見などを振り返ります

19,30 「自然体験リーダー」
とは?

自然体験リーダーの役割について学び STEP5で の実践に向
けてのプログラムづくりをスタートします

籠師 自然体験リーダーズクラブ 田■康敬

21100 入浴 就寝 (2200)
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0月 1 3日 (曰 6:00～ 17:00 岡Ш市立少年 自然の家

諄 ´ フ ロ,う △ 肉 容 師講

6100 早朝フロクラム

「森のこびとづかん」
木の洞 石の喧、コケの上 ¨ もしも 森 lP●中にこひとがいた

ら  曰応寺の森であなたの思いつくス トーリーを教えてくだ
さIL    __蜜 師 自然|lnリ ーダーズクラフ ロ中康散

800 朝食 (食堂)

,:00 ネイチヤークラフト自然素材を使つてのクラフト活動をします
して ものづくりの楽しさと自然への興味
た 自然素材の入手方法や保存方法 クラフ
ともてきます

様々な発想と工大を
関いを広|プます ま
卜購人の技を学Sこ
講師 坂川弘祐

12100 昼食 (食堂 )

13:00 実践に向けro
テーマ

STEP5で 実践する子とも自然体験汚動のフログラムを創り,a

めます
子どもたちに自然の中で何を感してほしいか?
子ともたちに伝えたいメッセージは

'など、テーマについて話し合います

16(00 まとめ STEP2の 振 り返りとSTEP3に 向けて

17,00 閉会 解散

STEpぅ 【自体
`腋

デElゲ う●宅悧ろう 企画〕】
o月 26曰 (土 10:00～ 22:00  岡山市立

`

の

睛 亥l プログラム 内 容 ●I 師

10100 関
=フイスフレイク

自然体験活動の安全

管理

オリエンテーション

自然体験活動を実施する上での安全と危険について 講議と実践
を通して学びます リーダーに役割 「禁止」をしない安全管理
を学0ます   露師 自然体験リーダースクラブ 藤原基勝

12,OO 昼食 (弁当時参)

13:∞ 実践に向けて②
プログラムll成(1)

実践したいアクティビティのアイデアを出し合います

15,00 ツリーイング □―プ1本で木登りをします 木の上から見える景色

“

3月Jです.

木に登って鳥の気持ちを体験しましょう
疇師 適木皆 藤原基勝

17,00 夕食 (食堂)

18,OO 実践に向けて◎
プログラム作成(2)

アクティビティの決定 プログラム作成

1,,30 交流タイム 実践に役立つ自己紹介ケーム 集団づくリグームなどを体験し

仲間と交流します
21,00 入治 就寝 (2200)

①

10月 27曰 (日 )6:00～ 17:00  口山市立少年自然の

8吾 ラ| ブログう△ 肉 容 議 師

6100 早朝フログラム

「森でスロー トレー

ニングJ

今はやりの「スロトレJ 森のおいしい空気を吸つて 1具回懸
体操Jにチャレンジします 畳 1枚の広さがあれば いつても
とこでも 譴にでも 4つの動作で3分間 手軽にできる健康体
換です 3師 真蔵法インストラクター 菫波Ⅲ

=8:00 朝食 (食堂)

9,00 実餞に向けて0
ブログラム作成(3)

フィールト下見 プログラム完成 雨フログラム作成

12:00 昼食 (食堂 )

B00 実践に向けて◎
プログラム作成(4)

スタツフ役割分10 スタッフガイド作成 チラン作成 備品ll成

1`:∞ まとめ STEP3の 振 り返 りとSTEP4に 向けて

17:J0 開 会  躍 散
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STEp略 【自然体験プログう●t創 ろう② 〔企画〕】
11月 16曰 (土 1 0100～ 22:o0 田山市立少年自然の家

0青亥| フログラム 肉 容 :壼 l ll

10100 関念
実践に向けて◎
リハーサル準備

オリエンテーション
プログラム 役割分18 準備物等確認

12100 昼食 (弁当持参 )

13100 実践に向けて0
リハーサル

実霞,7■πFで受話生が指導者になリ プログラム進術リハー

サルをiいます
17,00 夕食 (食堂 )

18,30 実践に向けて0
」

`―
り

りA―サルを振り返り 実践につなげます

20100 交流タイム 前年度 (前々年度)受晴生の進行による交流タイム 仲間と交流
し プElグラム実践|こ向|ブて気持ち引 つ|こ しましよう

21130 入浴 誂寝 (22100)

11 1 7日 (日 )6:00～ 17:00 山市立少年 自然の家

]奇 亥| フロクラム 菌 容 壼 師

6,00 早朝フログラム
「野尾観察 J

朝の森で野尾観察をします 運が艮|すれは 1脅い陽Jに出
=え

る
かも?     湾師 自然体験リーダースクラフ ロ中燎敏

8(00 朝食 (食堂)

,,00 実践に・ Jけで◎
実践準備

準備物用意 プレゼント制作等

12100 昼食 (食堂)

13ω 実践に向けて⑩
実践準備

全体でのプログラム遺行 役割分18 準備物等最終確ヨ

1600 まとめ STEP4の 振り返 りとSTEP5に 向けて

:7,00 開会 解散

STFp5 【今 日 か ら君 は 自然

`綸
'|― ダー (中 露 〕】

11月 30日 (■)9:00～ 22:00  m山 市立少年自然の

時 刻 フログラム 篠 師容内

9,00 関会
プログラム準備

オリエンテーション
午後からの

~‐
践に向けて最後の準備

l1130 昼食 (弁当持参 )

13100 自然体験フログラム
実践

受講生が指導者になり 子どもたちの自然体験フログラムを実践
します

17100 夕食 く食堂)

17,30 自然体験フログラム
振り返りとまとめ

実践を通して子どもたちの変Iヒ プログラムの組み立てなどを振
り返り学びます プログラムのIIFり 返りと評価

19,30 キャンノンアイヤー 森と人と火をつな |する■マンソフアイヤー 実践を終えて 感動

も最高漸に 1! 臓師 福祉″,I,]ツ 'つ― 案宏典
2130 入浴 載寝 (η ,∞ )

2月 1 曰 (日 ,6:00～ 7:00 Ш●立少年ロスの
時刻 ブログラム 内 容 請 師

6,00 早朝ブログラム

「鯰手抵J

自然の中での気持ちをそのまま「給手紙Jで表現します
薔師 自然体験リーターズクラフ 西野饉太郎

8100 朝食 (食堂)

10100 スペシャルグストト
ーク
晰 な自然体験か
らESD～世界
′ヽ J

「ESD」 って知っていますか?喘続可能な開発のF_めの教育」
の訳です 来年 岡山市ではESD世界会議が開催されます 自
然体験とESDの彗がり 世界へと視野を広げましょう これか
ら自然体験リーダーとして羽ばたく受講生ヘメッセージです

饉師 岡山市ESD世界会議推進室 反延栄―
12100 昼食 (食堂)

13,OO 全体のまとめ 贅咸講座全体を振り返り 子どもと自然をつなくリーダーとして
の役割や自然体験プログラムのこり方について者えます

l,:00 修了式 講座を鬱了された方には修了証書を渡します いよいよ 自然体
験リーダーとしてのスタートです ||

17(00 閉会 解散

日 内容は変更することがあります
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